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1．はじめに 

 小川原湖におけるヤマトシジミの漁獲量は，年間約 3,000 トンと

比較的安定した漁業が続いていた．近年，漁獲量は減少傾向にあり，

ヤマトシジミ資源量の増殖対策が急務である．本研究は小川原湖の

水質とヤマトシジミの浮遊幼生発生量の関係，また，風が浮遊幼生

の移動にどのような影響を与えるのかを考察した。 

2．調査方法 

(1) 浮遊幼生調査  04 年は 6月 28 日～9月 16 日，05 年は 8月 4

日～10 月 6日，06 年は 7月 18 日～9月 29 日，07 年は 7月 12 日～

9月 27 日の間に週 1～2回，不定期に実施した．各観測点(図－6参

照)の表層水を 20ℓ採水し，浮遊幼生個体数をカウントした．この

調査結果より，各地区における単位体積あたりの個体数を算出した． 

(2) 資源量調査  図－1 に，小川原湖概要図を示す．図中の 6 地

区においてシジミ資源量を調査した．調査は，02 年～07 年の 8月

に各 1 回実施した．1 地区あたり 14～15 の調査地点を設け，各地

点でエクマンバージ採泥器により 2回サンプリングし，1mm 目合い

のふるいに掛かったものを試料とし，その殻長と重量を測定した．

これより，湖内各調査地区における単位面積当たりの個体数と重量

を算定した．また，小川原湖の各地区における水深 10m 以浅の面積

に単位面積当たりの平均重量を乗じ，推定資源量として算出した． 

(3) 水質調査  最深部において，02 年～07 年の期間で月１回程度，

多成分水質計を用いて，水温・塩分を水深方向に 0.1m ごとに測定

した． 

(4) 水位・風向  水位については，02年～07 年の 6月 1日～9月

31 日の夏季期間での，河口観測所，小川原湖総合観測所の水位デ

ータを使用した．風向については，小川原湖総合観測所において

04年～07年の 6月～10月の風向を 1時間ごとに測定されたデータ

を使用した． 

3．観測結果および考察 

(1) 浮遊幼生調査結果  図－2に，各年の浮遊幼生発生量を示す．

上の図は各年での観測日ごとの平均浮遊幼生個体数を示し，下の図

は各年ごとの平均浮遊幼生個体数を示している．04年の観測では，

調査期間中の湖平均浮遊幼生個体数が 1,634 個/m３で，最多は 9/9

の 7,372 個/m３，05 年は， 湖平均個体数が 328 個/m３で，最多は 9/15

の 1,377 個/m３，06 年は，湖平均個体数が 8,435 個/m３で，最多は

8/17 の 75,841 個/m３であった．07 年は湖平均個体数が 886 個/m３

図－1 小川原湖概要図 

小川原湖総合観測所 

高瀬川観測所 
河口観測所

最深部

セモダ 
イカト 

 三沢灘 

タカトリ 

舟ヶ沢前 

島口 

図－3 推定資源量・漁獲量の推移 
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図－2 各年の浮遊幼生発生の様子 
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で，最多は 8/17 の 4,432 個/m３で

あった． 

(2) 資源量調査結果  図－3に小

川原湖における推定資源量の推移

を示す．02 年から 05 年まで資源量

は減少していく一方だったが，06

年からは増加傾向にある．(1)の結

果から，浮遊幼生が多く発生した

のは 04 年，06 年であるが，06 年

から推定資源量が増加しているの

は，04 年に大量発生した浮遊幼生

が成長し，資源量に反映されたためと考えられる．しかし，漁獲できるサ

イズ(18.5mm 以上)の資源量は増加傾向にないので，漁獲量を回復させるに

は至っていない． 

(3) 水質・水位調査結果  図－4に，最深部地点での水温・塩分の鉛直分

布の季節変化を示す．浮遊幼生が多く発生した 04 年，06 年は，夏季に，水

温が高く，塩分は 3psu のライン(黄色のライン)が水深 10m 付近まで上昇し

ている．その結果，産卵期にヤマトシジミがイカト地区で発生条件 1)を満

たし，多くの発生に結びついたと

考えられる．図－5は各年における

水位逆転頻度の比較である．04 年，

06 年は，水位差が 0.3m 以上の水位

逆転がみられ，これによって海水

が湖内に侵入し，塩分の増加につ

ながったと考えられる． 

(4) 風向の調査結果  図－6 は，

浮遊幼生調査から得られたデータ

をもとに，各年で浮遊幼生が最も

多く発生した日の浮遊幼生の分布

と，その最多発生日から 7 日前ま

での風向データを頻度割合として表したものである．06 年では，南東よりの風が吹いた頻度が多く，浮遊幼生が北

西に偏って分布している．このことから，表層の浮遊幼生の移動には風が密接に関係していると考えられる． 

4．おわりに  

(1) 資源量は 06 年から増加傾向にある．これは 04 年に大量発生した浮遊幼生が成長し，資源量に反映されたと考

えられる．また，06 年の浮遊幼生大量発生により，今後，さらに資源量が増大する可能性が大きい． 

(2) 夏季に水位差 0.3m 以上の水位逆転が発生した年で，湖内塩分の高濃度化がみられた．04 年，06 年は，夏季に

塩分，水温が高く，浮遊幼生が多く発生した．このことから，浮遊幼生の発生には，小川原湖と河口の水位差が大

の水位逆転が起こり，湖内水温の高い年が有利であると考えられる． 

(3) 風向と表層における浮遊幼生分布状況に関係がみられたことから，表層の浮遊幼生の移動には風が密接に関係

していると考えられる． 
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図－5 各年の水位逆転頻度の比較

図－6 各年最多発生日の浮遊幼生分布と風向頻度割合 

図－4 最深部地点の水温・塩分の鉛直分布(季節変化) 

1

10

100

1000

0.1m未満 0.1m以上 0.2m以上 0.3m以上
水位差（ｍ）

逆
転

回
数

（
回

）

2004年7月～9月

2005年7月～9月

2006年7月～9月

2007年7月～9月

0
10
20
30
40

N

E

S

W 0
10
20
30
40

N

E

S

W 0
10
20
30
40

N

E

S

W0
10

20
30

40
N

E

S

W

(%) (%) (%) (%)


	2023h21: II-23
	2023header1p1: 土木学会東北支部技術研究発表会（平成19年度）
	2023header1p2: 土木学会東北支部技術研究発表会（平成19年度）


